
12

●

入
場
料　

無
料　

※
要
申
込

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
舎
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

内

２
７
４
７

●

日
時　

11
月
18
日
㈪
〜
24
日
㈰

／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時　

※
23
日
㈷
・
24
日
㈰
は
午
前
10
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で

●

内
容　

女
性
が
抱
え
る
人
権
問

題
の
電
話
相
談
（
秘
密
厳
守
）

●

電
話
番
号　

０
５
７
０

０
７

０

８
１
０
（
相
談
は
無
料
）

※
強
化
週
間
以
外
の
日
（
平
日
の

み
）
も
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
２
４

５
３
４

１
９
９
４

　

正
社
員
で
雇
用
す
る
計
画
の
あ

る
県
内
企
業
と
の
面
接
会
を
開
催

し
ま
す
。

●

日
時　

11
月
25
日
㈪
／
午
前
11

時
〜
11
時
40
分
（
就
職
支
援
セ
ミ

ナ
ー
）、
午
後
１
時
〜
４
時
（
合

同
就
職
面
接
会
）

●

会
場　

郡
山
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
ア
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●

日
時　

11
月
24
日
㈰
、
12
月
１

日
㈰
・
8
日
㈰
／
午
前
10
時
〜
午

後
５
時

●
会
場　

白
河
商
工
会
議
所
（
道

場
小
路
）

●
内
容　

創
業
に
必
要
な
基
礎
知

識
や
計
画
作
成
に
関
す
る
講
座

●

対
象　

創
業
に
興
味
が
あ
る
、

準
備
中
、
考
え
て
い
る
方
な
ど
で
、

全
3
回
の
受
講
が
可
能
な
方

●

受
講
料　

３
、
０
０
０
円

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

白
河
ら
し
い
景
観
に
つ
い
て
考

え
、
ま
ち
づ
く
り
に
活い

か
す
た
め

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

●

日
時　

11
月
23
日
㈷
／
午
後
2

時
〜
５
時
15
分

●
会
場　

市
立
図
書
館
多
目
的
ホ

ー
ル
（
道
場
小
路
）

●
内
容　

▽
第
1
部　

講
演
「
景

観
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
〜
景
観
の

理
論
と
そ
れ
を
使
っ
た
活
性
化
の

ま
ち
づ
く
り
〜
」
／
講
師　

東
京

大
学
ア
ジ
ア
生
物
資
源
環
境
研
究

セ
ン
タ
ー　

堀ほ
り

繁し
げ
る

教
授　
▽
第
2

部　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
白
河
に
お
け
る
景
観
ま
ち
づ
く

り
〜
景
観
に
よ
る
地
域
の
活
性
化

を
目
指
す
た
め
に
〜
」

ネ
ッ
ク
ス
（
郡
山
市
中
町
）

●

対
象　

３
月
に
大
学
等
を
卒
業

予
定
の
方
、
平
成
23
年
３
月
以
降

に
卒
業
し
て
現
在
就
職
活
動
を
し

て
い
る
方　

※
申
込
不
要

問
福
島
労
働
局
職
業
安
定
課
☎
０

２
４

５
２
９

５
３
９
６

●

日
時　

11
月
30
日
㈯
／
午
後
１

時
10
分
〜
３
時
30
分 
●

会
場　

市
立
図
書
館
多
目
的
ホ

ー
ル
（
道
場
小
路
）

●

内
容　

▽
講
演
「
糖
尿
病
は
な

ぜ
怖
い
？
」
▽
講
師　

県
立
医
科

大
学
医
学
部
医
学
科　

佐さ
と
う藤
博ひ

ろ
あ
き亮

准
教
授

●

定
員　

１
５
０
人

●

入
場
料　

無
料　

問
健
康
増
進
課
（
中
央
保
健
セ
ン

タ
ー
）
☎
㉗
２
１
１
２

　

専
門
医
に
よ
る
無
料
の
個
別
相

談
を
行
い
ま
す
。
事
前
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

11
月
27
日
㈬
／
午
後
１

時
30
分
か
ら 

●

会
場　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

（
北
中
川
原
）

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
（
中
央
保
健
セ
ン
タ

ー
）
☎
㉗
２
１
１
２

●
日
時　

11
月
29
日
㈮
／
午
後
２

時
30
分
〜
４
時
30
分 

●

会
場　

市
立
図
書
館
地
域
交
流

会
議
室
（
道
場
小
路
）

●

内
容　

▽
講
演
「
う
つ
病
と
ア

ル
コ
ー
ル
と
自
殺
の
関
係
」
▽
講

師　

東
北
会
病
院　

石い
し
か
わ川
達と

お
る

院

長

●

入
場
料　

無
料

●

申
込
期
限　

11
月
20
日
㈬
ま
で

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
南
保
健
福
祉
事
務
所
☎
㉒
５
６

４
９

　

徳
島
大
学
白
河
市
支
援
放
射
線

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
無
料
の
個

別
相
談
を
行
い
ま
す
。
当
日
は
電

話
相
談
も
可
能
で
す
。

●
日
時　

11
月
30
日
㈯
／
午
前
10

時
〜
正
午 

●

会
場　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

（
北
中
川
原
）

●

申
込
期
限　

11
月
22
日
㈮
ま
で

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
（
中
央
保
健
セ
ン
タ

ー
）
☎
㉗
２
１
１
２

　

特
定
疾
患
患
者
と
慢
性
透
析
療

法
を
受
け
て
い
る
方
に
、
年
間
３

万
円
の
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

今
年
度
、
ま
だ
申
請
を
行
っ
て
い

な
い
方
は
、
印
鑑
・
特
定
疾
患
医

療
等
の
受
給
者
証
（
平
成
25
年
４

月
１
日
現
在
で
の
資
格
が
確
認
で

き
る
も
の
）
・
本
人
ま
た
は
保
護

者
名
義
の
預
金
通
帳
を
、
本
庁
舎

社
会
福
祉
課
ま
た
は
各
庁
舎
市
民

福
祉
課
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●

申
請
期
限　

12
月
27
日
㈮
ま
で

問
本
庁
舎
社
会
福
祉
課　

内
２
７

１
４

　

冬
季
は
、
暖
房
機
器
の
使
用
な

ど
で
、
電
力
の
使
用
量
が
増
え
、

地
球
温
暖
化
の
大
き
な
要
因
と
な

る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
が
増
加

し
ま
す
。

　

暖
房
の
設
定
温
度
は
20
℃
を
目

安
に
適
温
暖
房
を
心
掛
け
、
省
エ

ネ
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
本
庁
舎
生
活
環
境
課　

内
２
１

６
４

21 20

募
集

白
河
商
工
会
議
所
☎
㉓
３
１
０
１

●
日
時　

12
月
７
日
㈯
／
午
前
11

時
〜
午
後
2
時
30
分

●
定
員　

16
人　

※
先
着
順

●
参
加
料　

７
０
０
円
（
昼
食
代

込
）

●
申
込
期
限　

12
月
5
日
㈭
ま
で

※
コ
ー
ス
は
当
日
発
表
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

白
河
商
工
会
議
所
☎
㉓
３
１
０
１

《
昼
間
入
門
講
座
》

●
日
時　

１
月
15
日
㈬
〜
２
月
７

日
㈮
（
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
）

／
午
前
９
時
〜
正
午

●
会
場　

市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育

成
セ
ン
タ
ー
（
中
田
）

●
内
容　

パ
ソ
コ
ン
操
作
の
入
門

●
定
員　

20
人　

※
先
着
順

●
受
講
料　

１
万
円

●
申
込
開
始　

12
月
２
日
㈪
か
ら

●
受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時　

※
平
日
の
み

●
申
込
方
法　

受
講
料
を
添
え
て
、

セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
直
接
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
㉒
３
５
１
２

●

日
時　

11
月
14
日
㈭
〜
20
日
㈬

／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時　

※
16
日
㈯
・
17
日
㈰
は
午
前
９
時

か
ら
午
後
４
時
ま
で

●

会
場　

本
庁
舎
収
税
課
（
１
階
）

※
期
間
中
、
特
別
な
事
情
に
よ
り

納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
の
た

め
の
納
税
相
談
も
行
い
ま
す
。
納

付
が
困
難
な
こ
と
を
説
明
で
き
る

書
類
を
お
持
ち
の
う
え
、
お
越
し

く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
収
税
課　

内
２
１
３
5

　

11
月
15
日
か
ら
平
成
26
年
２
月

15
日
ま
で
（
猪

い
の
し
しは
３
月
15
日
ま
で
）

狩
猟
が
解
禁
に
な
り
ま
す
。
期
間

中
、
狩
猟
者
は
ル
ー
ル
を
守
り
、

野
山
へ
出
掛
け
る
方
は
十
分
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
狩
猟

が
で
き
る
の
は
、
狩
猟
免
許
と
登

録
証
を
所
持
す
る
方
に
限
ら
れ
、

そ
れ
以
外
の
方
が
狩
猟
す
る
と
法

律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

問
本
庁
舎
農
政
課　

内
２
２
２
７

　

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
次
の

方
が
10
月
1
日
か
ら
法
務
大
臣
よ

り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
近こ

ん
ど
う藤
茂し

げ
お男
（
表
郷
金
山
）　

▽

芳は

が賀
敏と

し
こ子
（
大
信
下
小
屋
）

問
福
島
地
方
法
務
局
白
河
支
局
☎

㉒
１
２
０
１

　

11
月
12
日
か
ら
25
日
ま
で
は
、

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す

運
動
」
の
推
進
期
間
で
す
。
ど
の

よ
う
な
暴
力
で
も
我
慢
せ
ず
、
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ
（
お
近
く
の
相

談
窓
口
を
案
内
し
ま
す
）
☎
０
５

７
０

０

５
５
２
１
０

　

12
月
１
日
㈰
は
、
館
内
工
事
の

た
め
休
館
し
ま
す
。
ご
不
便
を
お

掛
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
社
会
福
祉
協
議
会
☎
㉒
１
１
５
９

ホームページアドレス
http://www.city.shirakawa.fukushima.jp/
問＝問い合わせ先
内＝内線番号
◇本 庁 舎　八幡小路７-１　　  ☎㉒1111/Fax㉗2577
◇表郷庁舎　表郷金山字長者久保２　☎322111/Fax322234
◇大信庁舎　大信増見字北田58　☎462111/Fax462409
◇東 庁 舎　東釜子字殿田表50　☎342111/Fax343584

ジジ ドアドレ

くらしの
情 報 館景

観
ま
ち
づ
く
り
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

案
内

中
央
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
臨
時
休
館

白
河
ま
ち
な
か
逸
品
め
ぐ
り
ツ
ア
ー

創
業
応
援
塾
受
講
者

　11月は児童虐待防止推進月間で
す。「虐待を受けたと思われる子ども」
を見つけた場合は、ご連絡ください。
連絡した方が特定されないように、
秘密は厳守します。子どもを守るた
めにご協力をお願いします。
《連絡先》　
家庭児童相談室☎㉒1150／県中児
童相談所白河相談室☎㉒5648

児童虐待を見つけた場合は
ご連絡をお願いします

女
性
に
対
す
る
暴
力

を
な
く
す
運
動

臨
時
納
税
窓
口
開
設

狩
猟
解
禁

人
権
擁
護
委
員

パ
ソ
コ
ン
教
室

糖
尿
病
予
防
特
別
講
演
会

心
の
健
康
相
談
会

心
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー

放
射
線
な
ん
で
も
相
談
会

特
定
疾
患
見
舞
金

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

強
化
週
間

合
同
就
職
面
接
会

冬
季
の
省
エ
ネ
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用
、
遺
言
、
相
続
、
成
年
後
見
制

度
な
ど
暮
ら
し
の
困
り
ご
と
に
関

す
る
相
談
（
秘
密
厳
守
）

問
福
島
県
行
政
書
士
会
県
南
支
部

事
務
局
（
真
船
事
務
所
内
）
☎
㉕

１
１
０
０

●

日
時　

11
月
22
日
㈮
／
午
前
10

時
〜
正
午　

●

会
場　

マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
（
本

町
）

●

内
容　

食
が
つ
く
る
か
ら
だ
と

心
と
あ
な
た
の
未
来

●
参
加
料　

無
料

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
し
ら
か
わ
市
民
活
動

支
援
会
☎
㉛
７
５
９
５

●

日
時　

11
月
24
日
㈰
／
午
前
10

時
30
分
〜
午
後
３
時　

●

会
場　

中
央
体
育
館
（
北
中
川

原
）

●

内
容　

落
ち
葉
の
プ
ー
ル
、
松

ぼ
っ
く
り
や
ど
ん
ぐ
り
を
使
っ
た

工
作
、
手
作
り
雑
貨
等
の
販
売

●
参
加
料　

無
料　

※
上
履
き
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
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46
２
５
１
１
／
東
教
育
振
興
課
☎

34
３
１
４
６

　

国
土
交
通
省
お
よ
び
県
で
は
、

12
月
１
日
時
点
で
の
「
住
生
活
総

合
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
住
生
活
全
般
に

関
す
る
実
態
や
居
住
者
の
意
向
・

満
足
度
等
を
調
査
す
る
も
の
で
す
。

　

11
月
21
日
㈭
か
ら
12
月
10
日
㈫

ま
で
の
間
、
統
計
調
査
員
が
調
査

対
象
と
な
っ
た
お
宅
へ
訪
問
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

●

対
象　

10
月
に
実
施
し
た
住
宅

・
土
地
統
計
調
査
（
総
務
省
）
に

回
答
し
た
世
帯
の
中
か
ら
、
無
作

為
に
抽
出
さ
れ
た
一
部
の
世
帯　

問
県
土
木
部
建
築
総
室
☎
０
２
４

５
２
１

７
５
２
０

●

日
時　

11
月
16
日
㈯
／
午
前
10

時
〜
午
後
3
時　

※
予
約
不
要

●

会
場　

大
信
庁
舎

●

内
容　

農
地
転
用
な
ど
土
地
利

　　　

市
有
地
公
売
の
申
込
期
間
内
に

申
し
込
み
が
な
か
っ
た
市
有
地
を

先
着
順
で
売
却
し
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
財
政
課　

内
２
３
３
５

●

日
時　

平
成
26
年
１
月
12
日
㈰

／
午
後
１
時
30
分
か
ら

●

会
場　

▽
白
河
地
域　

市
民
会

館　

▽
表
郷
地
域　

表
郷
庁
舎

▽
大
信
地
域　

大
信
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー　

▽
東
地
域　

東
文

化
セ
ン
タ
ー

●

該
当
者　

平
成
５
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
で
、
11
月
１
日
現
在

市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
。
該
当

者
に
は
、
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。

※
市
外
に
お
住
ま
い
で
、
白
河
市

の
成
人
式
に
出
席
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

内
２
３
８
３
／
表
郷
教
育
振
興
課

☎
32
４
７
８
２
／
大
信
公
民
館
☎

22

案
内

23

   

白
河
市
長　

　

     

鈴
木　

和
夫

『
役
人
の
心
得
』

市
長
の

手
控
え
帖

は
終
生
こ
の
教
え
を
胸
に
刻
み
、
後
輩
の
不
祥
事

の
た
び
に
、
そ
の
大
事
さ
を
説
い
た
。

　

日
本
の
行
政
の
精
巧
な
シ
ス
テ
ム
は
世
界
に

誇
れ
る
社
会
的
資
産
だ
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
を

担
う
公
務
員
も
、
優
秀
で
清
潔
。
百ひ

ゃ
く
ね
ん年
河か

せ

い清
を
待

つ
に
等
し
い
、
中
国
の
腐
敗
と
比
べ
た
ら
明
白
だ
。

私
の
知
る
霞
ヶ
関
の
役
人
は
、
よ
く
働
き
使
命
感

に
満
ち
て
い
る
。
徹
底
し
て
鍛
え
ら
れ
、
深
夜
に

及
ぶ
仕
事
も
い
と
わ
な
い
。
経
済
面
で
恵
ま
れ

て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
そ
れ
に
、
近
頃
は
横お

う
へ
い柄

の
文
字
が
消
え
た
と
思
え
る
ほ
ど
、
低
姿
勢
。

　

県
に
は
毎
年
、
何
人
か
国
か
ら
出
向
し
て
く
る
。

若
く
し
て
課
長
や
部
長
の
椅
子
に
つ
く
。
当
然

苦
労
は
あ
る
筈は

ず

だ
が
、
こ
れ
を
軽
々
と
乗
り
越

え
る
。
仕
事
の
手
際
良
さ
。
知
事
へ
の
説
明
の

う
ま
さ
。
議
会
へ
の
根
回
し
の
巧
み
さ
。
市
町

村
や
民
間
と
の
人
脈
づ
く
り
の
う
ま
さ
。
楽
し

そ
う
に
振
る
舞
う
姿
に
、
学
ぶ
こ
と
は
多
か
っ
た
。

彼
ら
に
と
っ
て
も
地
方
の
経
験
は
貴
重
だ
。
直

接
県
民
の
声
を
聴
き
、
県
や
市
町
村
の
生
の
姿
を

み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
が
、
国
で
法
律
を
つ

く
り
、
政
策
を
た
て
る
と
き
に
役
立
つ
。
こ
の
人

た
ち
は
、
国
で
重
要
な
地
位
に
つ
き
、
福
島
の
こ

と
を
案
じ
様
々
な
支
援
を
し
て
く
れ
て
い
る
。

　

暴
言
を
吐
い
た
人
は
よ
ほ
ど
の
う
っ
屈
を
抱

え
て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
病
ん
で
い
た
の
か
。

た
だ
同
情
も
あ
る
。
あ
ま
り
に
忙
し
い
。
法
律
・

政
策
や
予
算
に
命
を
削
る
。
民
間
と
の
利
害
調

整
も
あ
る
。
さ
ら
に
国
会
が
大
変
。
政
策
へ
の

理
解
を
求
め
何
回
も
〝
進
講
〞
す
る
。
質
問
を
受

け
る
と
、
議
員
と
入
念
な
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、

大
臣
や
局
長
の
答
弁
を
つ
く
る
。
大
災
害
と
も

な
れ
ば
極
め
て
迅
速
な
対
応
を
促
さ
れ
る
。
加

え
て
通
常
の
業
務
が
待
つ
。
こ
う
し
た
負
担
が

心
を
む
し
ば
ん
で
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
創

造
的
な
仕
事
に
は
ゆ
と
り
が
い
る
。
国
家
的
な

　

霞
ヶ
関
の
キ
ャ
リ
ア
官
僚
は
一
目
置
か
れ
る

存
在
だ
。
天
下
の
秀
才
が
情
熱
を
持
ち
日
々
励

む
姿
に
、
こ
の
集
団
が
し
っ
か
り
し
て
い
れ
ば
国

は
大
丈
夫
と
の
信
頼
が
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
も

怪
し
く
な
っ
て
き
た
。
経
済
産
業
省
の
官
僚
が

ブ
ロ
グ
に
信
じ
ら
れ
な
い
書
き
込
み
を
し
て
い

た
。「
被
災
地
は
も
と
も
と
滅
ん
で
い
た
」「
復
興

は
不
要
だ
」。
数
か
月
前
に
は
復
興
庁
の
役
人
が

市
民
団
体
を
「
左
翼
の
ク
ソ
ど
も
」、
あ
る
町
の

議
会
を
「
笑
っ
ち
ゃ
う
ほ
ど
レ
ベ
ル
の
低
い
田
舎

議
会
」
と
罵ば

と

う倒
し
た
。
品
位
の
か
け
ら
も
な
い

低
劣
さ
に
唖あ

ぜ

ん然
と
し
た
。

　

二
本
松
霞
ケ
城
の
通
用
門
前
に
、
あ
る
文
字
が

自
然
石
に
刻
ま
れ
て
い
る
。「
爾な

ん
じ

の
俸ほ

う　

爾
の
禄ろ

く

は　

民
の
膏こ

う　

民
の
脂し

な
り　

下か

み

ん民
は
虐し

い
た

げ
易や

す

き
も　

上じ
ょ
う
て
ん天
は
欺あ

ざ
む

き
難が

た

し
」
お
前
が
頂
く
給
料

は
、
人
々
の
汗
と
脂
の
結
晶
だ
。
そ
れ
を
忘
れ
て

人
々
を
虐し

い
た

げ
る
な
ら
天
罰
が
下
る
ぞ
。
二
本
松

戒か
い
せ
き
め
い

石
銘
と
い
わ
れ
る
。
名
君
の
誉
れ
高
い
５
代

藩
主
丹に

わ羽
高た

か
ひ
ろ寛
が
、
藩
士
の
戒
め
と
し
て
刻
ま
せ

た
。
20
年
ほ
ど
前
、
当
時
の
市
長
が
そ
の
拓
本
を

全
国
の
自
治
体
に
送
り
話
題
と
な
っ
た
。
私
も

昔
頂
き
市
長
室
に
掲
げ
て
あ
る
。

　

警
察
庁
長
官
を
経
た
後
、
政
界
に
転
じ
た
後
藤

田
正
晴
と
い
う
人
が
い
た
。
中
曽
根
内
閣
の
官

房
長
官
を
務
め
た
。
そ
の
存
在
は
際
立
ち
、
と
き

に
見
解
を
異
に
す
る
総
理
を
説
き
伏
せ
た
。
戦

前
の
誤
ち
を
繰
り
返
す
ま
い
と
、
国
の
隅
々
ま
で

目
を
光
ら
し
た
国こ

く

し士
だ
っ
た
。
特
に
、
官
僚
機
構

を
掌
握
す
る
力
は
群
を
抜
い
て
い
た
。
後
藤
田

も
の
で
あ
れ
ば
、
深
く
掘
り
下
げ
て
考
え
る
時
間

は
な
お
さ
ら
必
要
。
も
っ
と
地
方
に
任
せ
る
と

か
、
国
会
の
縛
り
を
緩
和
す
る
な
ど
の
改
善
策
を

考
え
る
べ
き
だ
。

　

役
人
に
は
心
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
役
所
は

競
争
相
手
が
い
な
い
。
利
益
を
あ
げ
雇
用
を
守

る
切
迫
感
が
な
く
、
売
上
等
の
目
標
値
も
設
定
し

に
く
い
。
ゆ
え
に
、
い
い
サ
ー
ビ
ス
・
施
策
を

提
供
す
る
意
欲
に
欠
け
る
。
ま
た
公
費
を
使
う

以
上
、
失
敗
は
許
さ
れ
な
い
と
す
る
意
識
が
強

い
。
勢
い
、
手
堅
く
慎
重
に
な
る
。
こ
れ
が
高

じ
て
「
し
く
じ
っ
て
評
価
を
落
と
す
よ
り
や
ら
な

い
ほ
う
が
い
い
」
と
な
る
。
一
方
、
職
員
を
不
当

な
圧
力
か
ら
守
る
身
分
保
障
が
、「
や
ら
な
く
て

も
職
を
失
う
こ
と
は
な
い
」
と
逆
に
働
い
て
し

ま
う
。
い
つ
し
か
「
休
ま
ず　

遅
れ
ず　

働
か
ず
」

の
文
化
が
で
き
あ
が
っ
た
。

　

か
つ
て
、
花
王
石
鹸
の
常と

き

わ盤
文ふ

み
か
つ克
会
長
に
、
県

産
業
セ
ン
タ
ー
顧
問
へ
の
就
任
を
お
願
い
し
た
。

浪
江
町
の
出
身
で
名
経
営
者
の
評
価
が
高
か
っ

た
。
会
長
は
こ
う
話
さ
れ
た
。
私
達
は
何
百
・

何
千
と
い
う
製
品
化
を
試
み
、
や
っ
と
ひ
と
つ
の

ヒ
ッ
ト
に
い
き
つ
く
。
失
敗
の
山
の
上
に
成
功

が
あ
る
。
そ
う
し
て
会
社
を
存
続
さ
せ
る
。
し

か
し
行
政
は
や
ろ
う
と
し
な
い
。
だ
か
ら
問
題

の
あ
り
か
が
分
ら
ず
、
後
手
に
回
る
と
。
耳
が
痛

か
っ
た
が
核
心
を
つ
い
て
い
た
。

　

常
々
、
職
員
に
「
行
政
に
評
論
家
は
い
ら
な
い
。

で
き
な
い
理
由
を
捜
す
の
で
は
な
く
、
実
現
す
る

た
め
に
ど
う
す
る
か
を
考
え
る
。
仕
事
は
追
い

か
け
る
も
の
」
と
話
し
て
い
る
。
今
、
日
本
は
重

く
緊
急
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
行
政
に
携

わ
る
者
、
特
に
住
民
に
最
も
身
近
な
市
町
村
は
、

我
々
が
や
ら
ね
ば
誰
が
や
る
と
の
気
概
と
、
進
取

の
精
神
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。「
沈じ

ん
こ
う香
も
焚た

か
ず

屁へ

も
ひ
ら
ず
」
は
も
う
昔
の
こ
と
。

問
た
ん
ぽ
ぽ
サ
ロ
ン
被
災
者
向
け

支
援
実
行
委
員
会　

永な
が
の野
☎
０
９

０

７
０
７
３

７
５
２
１

●

日
時　

11
月
23
日
㈷
・
24
日
㈰

／
午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

●

会
場　

関
の
森
公
園
（
旗
宿
）

●

内
容　

地
粉
の
手
打
ち
そ
ば
や

農
産
物
の
販
売
、
そ
ば
打
ち
体
験

問
旗
宿
そ
ば
生
産
組
合　

穂ほ
づ
み積
☎

32
３
９
０
７

●

日
時　

11
月
24
日
㈰
／
午
後
３

時
か
ら

●

会
場　

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
白

河
（
新
白
河
駅
前
）

●

内
容　

こ
の
国
の
か
た
ち
を
考

え
る
八
重
の
桜
と
美
し
い
日
本

●

入
場
料　

１
、
０
０
０
円

問
㈶
立
教
志
塾
☎
㉓
１
４
２
７

●

日
時　

11
月
24
日
㈰
／
午
前
11

時
か
ら　

●
会
場　

大
統
寺
（
馬
町
）

●
内
容　

▽
金き

ん
げ
ん
て
い

原
亭
馬う

ま
の
す
け

の
助
師
匠

の
落
語
会　

▽
浅
草
老
舗
「
駒
形

ど
ぜ
う
」
主
人
の
そ
ば
打
ち
と
食

事
会

●

定
員　

各
60
人

●

参
加
料　

無
料

●

申
込
期
限　

11
月
15
日
㈮
ま
で

問
大
統
寺
☎
㉓
２
７
２
３

●

日
時　

11
月
23
日
㈷
／
午
前
９

時
〜
午
後
３
時

●

会
場　

黒
羽
刑
務
所
（
栃
木
県

大
田
原
市
）

●

内
容　

刑
務
所
内
の
見
学
、
刑

務
所
作
業
製
品
の
展
示
・
販
売
、

給
食
の
有
料
試
食
会
な
ど

問
黒
羽
刑
務
所
☎
０
２
８
７
54
１

１
９
８

●

日
時　

11
月
23
日
㈷
・
24
日
㈰

／
午
前
10
時
〜
午
後
５
時　

※
24

日
は
午
後
４
時
ま
で　

●

会
場　

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
こ

こ
ろ
ん
（
泉
崎
村
下
根
岸
）

●

内
容　

作
品
展
示
・
即
売
会
、

カ
ラ
ー
セ
ラ
ピ
ー
、
お
茶
会
な
ど

●

入
場
料　

無
料

問
社
会
福
祉
法
人
こ
こ
ろ
ん
☎
54

１
１
１
５

住
生
活
総
合
調
査

ま
ち
か
ど
伝
言
板

櫻さ
く
ら
い井

よ
し
こ
講
演
会

新
そ
ば
ま
つ
り

し
ぜ
ん
と
あ
そ
ぼ
う

行
政
書
士
無
料
相
談
会

新
そ
ば
と
落
語

黒
羽
矯
正
展

こ
こ
ろ
ん
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
ア
ー
ト
展

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
料
理

研
究
家
川か

わ
う
ち内

翔し
ょ
う
こ

保
子
お
話
会

成
人
式

市
有
地
を
お
売
り
し
ま
す


